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第217号

り
変
化
す
る
医
療
環
境
や
、
働

き
方
改
革
推
進
な
ど
の
社
会
情

勢
に
対
応
す
る
た
め
の
柔
軟
な

病
院
運
営
に
取
り
組
む
と
し
て

い
ま
す
。

　

質
疑
で
は
、
医
師
や
看
護
師

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
や
、
今
後
目
指
す
病
院
運
営

な
ど
が
問
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
賛
成
の
立
場
か

ら
２
人
の
議
員
が
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
医
業
収
益
額
と
人
件

費
比
率
の
推
移
、
市
民
病
院
以

外
の
市
職
員
定
数
の
推
移
を
考

慮
し
て
定
数
管
理
を
図
る
こ
と

や
、
医
療
の
質
と
健
全
経
営
を

両
立
さ
せ
る
た
め
に
経
営
を
見

え
る
化
す
る
こ
と
な
ど
を
要
望

す
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�
感
染
症
総
合
対
策
の
強
化
に

関
す
る
補
正
予
算
を
可
決

　

市
は
、
冬
場
に
お
け
る
感
染

症
対
策
に
万
全
を
期
す
た
め
、

２
年
７
月
に
策
定
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
総
合
対

策
の
う
ち
強
化
す
べ
き
取
り
組

み
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
今
定
例

会
で
は
、
そ
の
取
り
組
み
に
関

す
る
予
算
を
含
め
た
一
般
会
計

及
び
病
院
事
業
会
計
の
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
保
育
所
や

福
祉
施
設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
表
面
温
度
を
計
測
す
る
Ａ

Ｉ
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
設
置

す
る
経
費
や
、
先
進
技
術
を
活

用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
導
入

を
支
援
す
る
経
費
な
ど
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ひ

と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

（
基
本
給
付
）
の
再
支
給
に
関

す
る
経
費
な
ど
３
億
８
６
７
３

万
円
増
額
と
な
る
補
正
予
算
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

職
員
及
び
議
会
議
員
の
期
末

手
当
を
減
額

　

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
一
般

職
員
や
特
別
職
員
、
議
会
議
員

な
ど
の
期
末
手
当
の
支
給
率
を

見
直
す
議
案
が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

◆�

指
定
管
理
者
の
指
定

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
、

栗
原
ホ
ー
ム
及
び
馬
入
ふ
れ
あ

い
公
園
は
５
年
間
、
袖
ケ
浜
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
４
年

間
、
指
定
管
理
者
が
管
理
・
運

営
を
行
い
ま
す
。

◆�

人
事
案
件
に
同
意

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

○
蓑
島
友
子
氏
（
袖
ケ
浜
）

○
朝
倉
隆
氏
（
花
水
台
）

　

議
員
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
５
月
臨
時
会
で
議
員

提
案
に
よ
る
条
例
の
一
部
改
正

を
行
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
緊
急
経
済
対
策
を

実
施
す
る
市
の
財
政
状
況
を
鑑

み
て
、
６
月
か
ら
11
月
ま
で
の

６
か
月
間
の
報
酬
月
額
を
５
％

減
額
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
減
額
期
間

を
３
年
３
月
ま
で
４
か
月
間
延

長
す
る
会
議
案
が
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
全
員

異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
議
員
の
報
酬
及

び
期
末
手
当
は
総
額
で
１
０
７

２
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

◆�

市
民
病
院
職
員
定
数
条
例
を

制
定

　

市
職
員
定
数
条
例
に
定
め
ら

れ
て
い
た
市
民
病
院
の
職
員
定

数
に
つ
い
て
、
市
民
病
院
部
分

を
分
離
し
て
新
た
な
条
例
を
制

定
し
、
定
数
を
54
人
増
員
す
る

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

独
自
に
職
員
定
数
を
管
理
す

る
こ
と
で
市
民
病
院
の
独
立
性

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

主 な 内 容

議
員
報
酬
の
減
額
期
間
を
延
長

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
鑑
み
条
例
改
正

令和2年12月 市議会定例会
　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
２
年
11
月
25
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
制
定
や
令
和
２
年
度
補

正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
14
案
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
な
ど

に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
受
け
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
議
員
の
報
酬
月
額
の
減
額
に
関
す
る
会
議
案
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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令和
元年度
〈〈〈決算特別委員会の質疑内容は７面に
決算を認定 　９月定例会に提出された令和元年度の決算の認定に関す

る議案について、付託された決算特別委員会の審査結果を
受け、12月定例会初日に各会計決算とも認定しました。

一般会計の決算額

歳入総額
864億
59万円

地方消費税交付金
44億3069万円（5%）

繰越金
30億4476万円（3%）
諸収入
33億4273万円（4%）

国庫支出金
145億7531万円（17%）

市債
52億1735万円（6%）

県支出金
58億3586万円（7%）

市税
438億2775万円
（51%）

歳出総額
824億
5,990万円

土木費
96億5018万円
（12%）

衛生費
67億7201万円（8%）

公債費
53億3294万円（6%）

総務費
81億5690万円（10%）

教育費
80億3799万円（10%）

※金額は、表示単位未満で四捨五入しているため、合計が合わないところがあります

消防費
29億3573万円（4%）

商工費
19億6965万円（2%）

その他
20億2956万円（2%）

民生費
375億7494万円
（46%）

その他
46億3955万円
（5%）

使用料及び手数料
14億8658万円（2%）

「
楽
し
い
散
歩
」

�

《
撮
影
　
早
川
英
司
さ
ん
／
日
向
岡
》


